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研修のしおり（おおむら夢ファームシュシュ） 

 

１．研修の全体概要 

＜おおむら夢ファームシュシュ＞ 

・研修の目的： 食農体験の普及を目的とし、畜産、農業、地域連携における考え

方と、食・体験ビジネスの展開を学習する。 

・おおむら夢ファームシュシュの概要：1 次産業(農業生産)を基本とし、2 次産業(加

工)、3次産業(販売、サービス)の一貫性を確立した掛け算の 6次産業を目指してい

ます。安心、安全、新鮮をモットーに旬の味を活かし、消費者の方々に感動を与え、

地域の活性化と共に、農業後継者の育成を図ることを目的としています。 

「食と農」を主体としたアグリビジネスへの挑戦をつづけ、都市と農村の交流拠点

施設。 

※雨天決行（雨天の際の研修を用意） 

・住所：〒856-0005 長崎県大村市弥勒寺町 486 

 ※ログハウス正面に集合。 

・日程：1月 23日（月） 10：00 ～18：00、2月 23日(木) 10:00～18:00 

・受け入れ人数：20名まで 

・集合場所 9:45施設内の第 2体験教室、解散場所施設正面玄関 

 

２．参加条件 

・２０歳以上の男女 

・元気な方 

・学ぶ姿勢をお持ちの方 

・シュシュの農家民泊をご希望される方はお問い合わせください。別途宿泊費 

 

３．アクセス方法 

車 ： 福岡市内から約 1時間 30分／ 

九州自動車道→長崎自動車道   

→大村インターから 7分 

電車 ： JR博多駅から特急で 90分、 

     JR諫早駅で大村線に乗り換え 

JR竹松駅・松原駅から車で 7分  
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４．研修スケジュール 

 時間 内容 場所 

 

（1/23） 

10:00～ 

   10:50 

オリエンテーション 

座学：食農体験ソムリエの取り組み案内 

 ブランド総合研究所 山崎 智子 

シュシュ 

第 2体験教室 

11:00～ 

   11：50 

座学：おおむら夢ファームシュシュの取組 

おおむら夢ファームシュシュ代表取締役 

山口 成美シニアソムリエ 

 

12：00～ 

   13：00 
昼食休憩  

13:00～ 

13:50 
座学・演習：安心安全・接客講習 

 ブランド総合研究所 山崎 智子 
 

14:00～ 

14:50 

実習：食農体験 ～いちご狩りと大福つくり～ 

朝長洋市グリーンツーリズムインストラクター＆ 

中島優美シニアソムリエ 

 

15:00～ 

15:50 
座学・演習：地域資源の活用と観光の連携 

 山口成美シニアソムリエ 
 

16:00～ 

16:50 
実習：体験プログラム作成演習  

17：00～ 

   17：50 
実習：体験プログラム演習(発表)  

17：50～ 

   18：00 
修了・課題について  

※注意事項 

・研修の内容、特に体験プログラムは予告なく変更になる場合がございます。 

・オリエンテーションに間に合うよう十分時間に余裕をもって来場ください。 

・研修後に(有)シュシュにて食農体験ソムリエ研修を実施する上で生じる費用、トラ

ブル、事故、事件等について応募者が責任を持つものとし、弊社、食農体験ネット

ワーク及び株式会社ブランド総合研究所は一切の保証・責任を負いません。 
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５．持参する物／格好 

・エプロン、三角巾、手拭きタオル 

・ご所属先の名刺、施設概要等 

６．研修詳細 

（１）オリエンテーション 

 ソムリエの概要や食・農体験の現状、研修を通じて理解していただきたいこと等を説明。 

（２）研修生自己紹介・課題の共有等 

 研修生から、所属施設や実施されている又は実施しようとされている食・農体験についての紹

介、直面している課題、そしてこの研修で知りたいことや得たいことについて、簡単に５分程度

でお話いただきます。 

（３）おおむら夢ファームシュシュの取り組み紹介 

 おおむら夢ファームシュシュ代表取締役でシニアソムリエの山口成美から、シュシュの紹介、

農と食について紹介をさせていただきます。 

（４）安心安全 

 「農業器具」「食の衛生」「保険について」など、必要最低限の安心・安全の講義をおこなう。 

（５）接客 

接客では基本座学 10分、直売所で実践 40分など 50分間を「ソムリエにとって学べる研修
であること」を重要視し、施設でアレンジ可（その旨はお知らせください） 

（６）地域資源 

 地域の資源の活用の仕方、観光面などを説明。 

（７）体験プログラム作成演習 

 マニュアルを参考に、体験プログラムの作成の仕方、考え方を学び、実際に案をだしてもらい

ます。 

（８）テーマ別演習・体験プログラム実習 

 各施設のテーマに合わせて体験プログラムの実習をおこないます。 

 

(９)課題→研修終了後・アンケート用紙の配布、プログラム作成シートの配布  

①1日の研修、実地研修を通じて、気づいたこと・学んだことの感想。 

②郵送課題：研修で学んだことを活かして体験プログラムを作成し、どのように展開して

いくかについて、２０００字程度の作文。 

  

 

 

 

 

 

 


